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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・広報委員会より

青仁会ふれあい秋祭りにてバザーを行います。職員よりバザーへ出品する品物を募集します。売り上げについては、提供者へ返金いたします。売れ残りに関しては、そのまま提供者へ返却となります。行事終了1時間前には希望額の半額へ値下げしての販売となります。
募集締め切り：9/10（土）広報委員会スタッフへお願いします。
・食事箋の書式が変更となります。現在発注していますので、届き次第変更していきましょう。

・接遇向上・苦情相談委員会より

第1回身だしなみチェックの集計結果が出ました。今一度、自分の身だしなみについて振り返りしていきましょう。
　◎北病棟指摘項目は以下となります。

男性スタッフ：におい・靴下の色・ネームプレートの正しい位置・ズボンの裾・爪・髭

頭髪

　　女性スタッフ：指摘項目なし。

＜患者様連絡事項＞

・菊地　明子様～本人様より再度、施設見学の希望あり主治医より許可となりました。見学希望内容は、施設内の設備（風呂場・洗面所・部屋）と金銭管理となります。　　8/20(土)午前希望で青山荘スタッフへ連絡し日程調整中です。今後の事を考えると不安となり、臥床傾向になり食事摂取に影響出る事がある為、気分変動や日課の取り組み状況の観察をしていきましょう。

・小笠原　禮子様～本人希望にて肉のみキザミと食事形態変更となります。食事摂取状況や咀嚼状態の観察をしていきましょう。

・田名部　浩平様～8/23（火）14時より外来診察室にて、心理検査　WAIS－Ⅲを実施します。

・大釜　万知様～障害年金について御家族様に確認おこないたい為、御家族様が来院された際、三浦PSWに連絡お願いします。

＜OT一週間報告＞

・浅野　秀子様～伝えたい事を上手く言葉にする事が出来ない事みられています。現状機能の低下をしないように関わっていきます。

・倉橋　生子様～不満等訴えなく取り組めています。他者との交流持ちながら行えているとの事です。現状を保てるように関わっていきます。

・稲垣　恵利子様～ぼんやりしている事や居眠りしている事あり、理由を問うと「眠たい」と訴え聞かれています。作業棟を出て行こうとする事なく、落ち着いています。

・井上　和美様～肩の痛みがあるから、気分転換に違う作業をやりたいと希望あり、時折パズルを行っています。

＜病棟事業進捗状況＞

◎記録管理

・先週日曜日に5月分のカルテを外し、処理しています。

・引き続きカルテチェックお願いします。

※面会がありましたらその都度、面会表一覧にきちんと記載するようにしましょう。

＜川端Dr診察＞
・浅野　秀子様～8/12飲水量多く摂取され、嘔吐や立位困難となる事がありましたが、現在は飲水量多く摂取する事なく、落ち着いています。トイレットペーパーを貰いに来る際、伝えたい事を言葉に出来ない事みられています。GAF21点→15点へ変更となっています。

　　　　　診察：主治医より、水の飲みすぎである事を指摘され、指導を受けているが、危機感のある様子はみられていません。本人より、排尿についての訴え聞かれています。又、本人へ水中毒について教育するようにと指示受けています。

・山田　隆雄様～昨日より、単独外出へ向けての訓練を実施しています。周囲確認して行動出来ているも大げさなリアクションをとる事見られています。

　　　　　診察：単独外出訓練の進捗状況について、8/15保護者と面談を実施している事を情報提供しています。主治医から、買い物を多量に購入しないように指導を受けています。購入量は3～4日分程度。

・岡田　石子様～通帳を気にしている事を情報提供しています。主治医からの問いに「6月分と7月分が入ってるか気になって」と話されています。主治医より説明を受けて、本人納得されています。

　　　　　　　　離院のないように所在確認をしていきましょう。

地域復帰支援検討会で検討した施設入所について、入所手続きの進行状況を来週の診察までに報告する様にとの事です。

・大釜　万知様～水分摂取状況について情報提供しています。主治医より、水分を管理していくだけではなく、水中毒のテキストを作成し、リハビリテーションプログラムの時間を利用して、本人へ学習してもらうようにと指示受けています。

※本日、大釜万知様の症例検討会実施しています。






















